




■カリキュラム基本構成図

　高校卒業後に故郷である岩手県水沢市  の市役所に勤めて以来42年間、企画、

広域行政、税務、財務などを中心に地方行政の実務に携わってきました。在職中に

通信教育で大学を卒業し、定年退職を迎えるにあたって第二の人生をどのようにし

て送ろうかと考えた結果、尊敬する郷土の偉人・後藤新平が学長を務めた拓殖大学

の大学院で学ぼうと考えるに至りました。「地方自治のあり方」について、今度は実

務から一歩離れた理論の面から検証していきたいと考えています。

　地方自治の一つの流れとして私が注目しているのは「道州制」、つまり都府県を

越えた行政の広域化で、少子高齢化が進む現代においては避けて通れないと考

えています。折しも私の故郷岩手県を含む東北地方は、東日本大震災で未曽有の

災害に見舞われました。今こそ日本の地方自治のあり方が問われています。長年

地方自治の現場にいた私の経験、そして考え方をもって、地方政治行政の多彩な

分野で理論を究めてきた拓殖大学の先生方と議論を交わし、そこで得た研究成果

を日本の明日を担う若者へと引き継いでいくことが私の夢です。

42年の実務経験に理論を融合させ、
地方自治の新しい未来を考える。

地方政治行政研究科

■ INTERVIEW

地方政治行政研究科
地方政治行政専攻・修士課程2年

髙橋　力さん
（富士短期大学通信教育部出身）

　「地方の時代」を迎えた現在、地域の力が増すとともに、取り

組むべき課題も山積しています。今求められるのは、地域社会

の自立的発展のため、改革立案能力を駆使して積極的に行動

できる地域リーダーの活躍。本研究科では、このような社会の

要請と期待に応え得る人材を養成するために、地方の政治行

政に関心を寄せている社会人を対象として、高度な専門知識、

情報分析能力を修得する実践教育の場を提供しています。

　研究の柱は、政治と行政の2分野。さらに、「政策創造能力」

「管理運営能力」「分析能力」という3つの能力の修養に力を入

れ、地方の政治行政の現場やNPO活動、ボランティア活動等

を通して、地域社会の未来を担うエキスパートを養成します。

地方政治行政専攻（修士課程）

政治行政の専門教育で
「地方の時代」を担う
リーダーの育成をめざす

Local Government

地方の政治・行政の現場で、
地域発展を導く政策の立案・遂行ができる

専門的職業人を養成

インターンシップ

共通科目

管理運営能力
養成

政策創造能力
養成

分析能力
養成

行政
行政組織、公務員
制度、法制度など
に関する専門知識
を修得し、政策の分
析や評価を行う。

政治
地域の課題を的確
に把握。解決策を
提案・実践し、地域
の発展を主導でき
る能力を養う。

※

※2006年の市町村合併により現在は奥州市の水沢区にあたる。
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■ 修士課程授業科目と担当教員

■ 履修単位と学位

履修要件 修得すべき単位数

修士課程

選
択

必
修

修
士（
政
治
行
政
）

政治 8単位以上

行政 8単位以上

共通 8単位以上

特別演習

■修士論文の審査を受ける場合　　　　　　　  合計30単位以上
■特定の課題についての研究の成果の
　審査を受ける場合　　　　　　　　　　　　  合計34単位以上

■教育研究指導（修士論文作成または特定の課題についての研究）単位は付与しない

教育研究分野 授業科目 単位 担当教員教育研究分野

日本政治論
自治体ガバナンス（自治体経営論）
選挙Ⅰ（公職選挙法と政治資金規正法）
選挙Ⅱ（選挙運動の技法）
マニュフェスト作成演習
議会制度（運営・意思決定・活性化）
政党論
住民参加とNPO経営
戦後政治史
地方政治論
政策科学論

遠藤浩一　教授
秋山義継　教授
上條義昭　講師
遠藤浩一　教授
遠藤浩一　教授
眞鍋貞樹　教授
遠藤浩一　教授
眞鍋貞樹　教授
遠藤浩一　教授
眞鍋貞樹　教授
眞鍋貞樹　教授

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

授業科目 単位 担当教員

政治

政策研究Ⅰ（環境とまちづくり・治安）
政策研究Ⅱ（少子高齢化と地域福祉）
政策研究Ⅲ（国際化と地域経済）
自治制度研究
自治体コミュニケーション論
　（広報・広聴・交渉・メディア）
e-ガバメント論
社会調査論
拓く力・地方の課題（オムニバス）
インターンシップ

眞鍋貞樹　教授
眞鍋貞樹　教授
高久泰文　教授
岡田　彰　教授
眞鍋貞樹　教授
保坂榮次　教授
上村　進　講師
未定
担当複数
担当複数

2
2
2
2
2

2
2
2
2

共通

行政管理論
公務員制度論
自治体のリスクマネジメント
財政論
租税論
自治行政史
政策評価
行政救済・統制
行政作用・計画
条例制定の技法
公共支出と地方財政
地方行政体制
社会保障政策論

保坂榮次　教授
田中一昭　客員教授
田中公人　講師
室山義正　教授
小林幹雄　教授
岡田　彰　教授
佐伯修司　講師
保坂榮次　教授
高久泰文　教授
高久泰文　教授
室山義正　教授
木幡　浩　講師
青柳親房　講師　

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

行政

特 別 演 習
地方政治行政特別演習Ⅰ～Ⅱ
《教育研究指導並びに学位論文指導》

－

秋山義継　教授
遠藤浩一　教授
岡田　彰　教授
高久泰文　教授
保坂榮次　教授
眞鍋貞樹　教授
室山義正　教授

（2011年6月現在）

　教育研究の柱は、政治と行政の2分野からなり、修学目的に応じて、いずれ

かに重点を置いた研究指導を実施します。また、修士論文の審査以外に、特定

の課題についての研究成果の審査によっても修士の学位が取得できます。そ

の場合、特定の課題について既存の文献や理論を理解した上で、政策創造能

力、管理運営能力、分析能力などを活かしながら見解や政策をまとめます。

　講義は、月～金曜は18時15分から21時25分までの2時限編成、土曜は

10時35分から17時35分までの4時限編成。特別演習を中心に授業を行

います。

地方政治行政専攻の特色

「政治」または「行政」の専門知識や能力を養う

System of Studies

■ 地方政治行政研究科　修士論文テーマ（2010年度）

・子育ての貧困　ー子育て支援の現状ー
・警備員と警備業　ー大使館勤務を中心としてー
・地方政治行政と民間による安全保障の確保
　ー危機管理の専門家養成に寄与する危機管理学部の創設ー
 ・市川市のホームレス支援におけるNPOの役割と課題
　ー自治体とNPOの連携によるホームレス支援についてー
・民社党の遺伝子の行方に関する一考察　ー政党再編と地方議員ー
・保守系地方議員の理念と運動に関する調査研究 
　ー背景と動機を中心にー

・青少年による自傷行為の自発的防止への考察
　ー青少年とNPOの交流を事例として
・千葉市財政の研究　ー政治的背景も視野に入れてー
・北海道空港の現状と問題点　ー活性化を探るー
・自民党衰退の背景と原因、及び理念的な課題
・地方分権下の財政調整制度に関する考察
・地域公共交通・路線バスとコミュニティバスの一考察
・「住民・議会・行政」をめぐる考察
　ー生涯学習と地域福祉を草の根で結ぶー

・「水道行政が抱える課題と将来展望について」　ー志木市を中心としてー
・地域医療におけるリカレント教育の重要性
　ー近代社会における知識還元の新しいかたちー
・大学と地域社会との関係性についての史的考察
　ー地域社会の自律を高めていくためにー
・住民参加による橋守活動　ー作り続ける時代から使い続ける時代へー
・地方議会活性化のための諸条件　
　ー地域政党・ローカル・マニフェスト・議会事務局の考察を通じてー
・神奈川県に協働社会は実現するか ー神奈川県協働3条例の研究ー
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■自治体経営の領域
                                　 　　　  秋山義継　教授／本研究科委員長　
　地方分権の時代に求められる自治体は、経営の視点を持った運営をし

ていくことが必要である。これまでの自治体の抱えていた効率性や合理

性の面での改革が行われなければならない。自治体経営にＮＰＭの手法

の導入などによって新たな局面を開き、行われなければならない。また、

市町村の広域連携ないし広域行政の施策の課題を明らかにするととも

に、市町村合併との関係、自治体における広域連携などを経営的視点か

ら検討する。

■政党・選挙の領域
                                　                              遠藤浩一　教授
　政党は代議民主制において最も重要な役割を担う存在だが、現実のわ

が国の政党政治は、多くの問題点が指摘されている。本領域では、政党

論・選挙制度論を中心として、政党の機能、二大政党体制、政党再編、政治

指導、有権者とのコミュニケーション等、さまざまな論点について検討

する。選挙分析や各党の政策比較など現在進行のテーマを扱う際も、政

治史、思想史、精神史に配意し、「歴史の中の現代日本政治研究」という視

点を重視する。

■地方自治の領域
                                　                              岡田　彰　教授
　自治制度をどのように構想するのか。たとえば、地方分権の次のテーマ

として道州制が活発に論じられている。公式には昭和2年には登場してい

るが、一度も実現されていないために、それぞれの時代を反映したさまざ

まな道州制が開陳されている。もっとも「道州制」という言葉そのものが曖

昧で「道または州をおく」と答申されていても、「道」と「州」の違いは不明

のままである。「制度設計」と「歴史」は不可欠である。ということを念頭に

おきながら教授研究する。

■行政作用・計画の領域
                                　                              高久泰文　教授
　「行政法」の学問領域の中で「行政救済・統制」の分野を除いたその他全

部を網羅する。

　具体的には、行政行為（狭義）、行政契約、行政強制、行政立法、行政指

導、行政計画等の分野であり、行政法を含む従来の法律学が、専ら理論の

究極を極めるに急な余り、机上の空論に陥る傾向、弊害に鑑み、前述の行

政法の諸分野に該当する最高裁判所の判例を基本にして行政法の実務

的、実践的な思考方法、理解を深めることに主眼を置くものとする。

■行政管理と行政救済の領域
                                　                              保坂榮次　教授
　行政は、国民生活の向上等を目指して各種の政策を企画立案し、実施し

ている。一方、行政は、能率性・公平性・有効性等の確保という課題を常に背

負っている。行政活動を担う行政主体の組織、従事する公務員、政治と行

政、国と地方のあり方等について行政改革の視点を踏まえて研究する（行

政管理の領域）。行政活動が適切に実行され、国民の権利利益を確保するた

めに設けられている各種の制度（事前手続、事後救済、金銭賠償等）と住民

による行政活動の監視制度（住民訴訟等）について、判例等を踏まえながら

研究する（行政救済の領域）。

■議会・住民の領域
                                　                              眞鍋貞樹　教授
　地方議会と住民の領域における政策的課題への検討の射程は広い。な

ぜならば、住民の政策的選好は、福祉、環境、まちづくり、治安そして住民

参加など実に幅広いからである。そこで、地方議会と住民との関係性を中

心に研究していくことから、まず地方議会の意思決定過程と課題について

研究を進めていく。そして、地方自治に関する多くの政策課題へ視野を広

げながら、総合的かつ批判的に検証を行うことを研究の趣旨とする。

■財政の領域
                                　                              室山義正　教授
　財政危機から脱するにはどのような財政規律が必要か、負担の公平を

実現するにはどのような租税制度設計をすればよいか、またどうすれば

国民のニーズを反省したサーヴィスを効率的に提供できるか。財政の実

情を精査し、財政の理論と制度を踏まえたうえで、その「あるべき健全な

姿」を研究する。国家財政と地方財政の役割分担はいかにあるべきか、国

民の身近な生活実感を大切にしつつ、グローバル経済の進行に柔軟に対

応できるコストパフォーマンスの高い実践的で創造的な財政のあり方

を追求する。

■ 地方政治行政専攻の課題領域

（2011年4月現在）
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安定増加を続ける前期課程修了者。博士学位取得者は累計で137人に到達。

単位：人

1,327

28

1,962

67

139

3

347

14

118

7

66

132

17

142

0

75

1

19

4,327

137

17

2

26

1

6

0

19

0

8

0

5

13

1

13

─

10

─

─

117

4

18

1

29

4

8

0

23

1

3

0

9

12

1

17

18

─

137

7

27

0

41

4

8

0

23

0

8

1

3

8

0

─

118

5

19

1

28

1

2

0

24

1

5

0

4

16

2

33

─

18

─

─

149

5

前 期

後 期

前 期

後 期

前 期

後 期

前 期

後 期

前 期

後 期

前 期

前 期

後 期

前 期

後 期

前 期

後 期

修 士

前 期

後 期

国 際 経 済

商 学

機械システム工学

電 子 情 報 工 学

工業デザイン学

英 語 教 育 学

日 本 語 教 育 学

言 語 教 育 学

国 際 開 発

安 全 保 障

地 方 政 治 行 政

経 済 学

商 学

工 学

言 語 教 育

国際協力学

TOTAL

地方政治行政

通 算2007
年 度

20

0

30

2

7

0

25

0

8

0

3

12

4

28

0

11

0

─

144

6

2008
年 度

15

0

30

3

8

0

12

0

4

0

1

9

4

23

0

5

0

─

107

7

2009
年 度

21

0

29

0

11

0

14

0

7

0

6

12

1

28

0

13

1

19

160

2

2010
年 度課 程専 攻研 究 科 2004

年 度
2005
年 度

2006
年 度

学位取得者および修了者数

研究体制と実績

　1951年に新制大学院として発足して以来、60年以上の歴史を

持つ本大学院では、累計4,000人を超える博士前期（修士）課程の

修了者を輩出しています。今春の博士前期課程修了者も160人を

数え、これまでの修了者は合計で4,327人に上っています。一方、今

春は新たに2人が博士の学位を取得し、博士取得者は合計137人に

達しています。

　現代社会では、学部レベルを超えた高度専門性を備えた人材が強

く求められており、博士前期課程修了者数がそれを表しているとも

言えるでしょう。ここ10年ほどの間、商学研究科では博士前期課程

の修了者が30人前後で推移しています。

　大学院発足以来の累計で研究科別の修了者と学位取得者を見て

いくと、圧倒的多数を占めているのは商学研究科です。前期課程修

了者数は1,962人、博士学位取得者は67人で、全研究科に占める

割合はそれぞれ45％、49％と、実に約半数が同研究科の出身とい

うことになります。本大学院は全体として規模が拡大しており、修了

者数自体は社会科学系大学院の中でもトップクラスにランクされて

います。商学研究科に次ぐのが経済学研究科で、累計の前期課程修

了者は全体の31％、博士学位取得者は20％を占めています。

　これらの商学・経済学研究科では外国人留学生の比率が高く、とく

に中国や台湾、韓国などのアジア諸国から来日し、大学院で学んで

いるケースが目立ちます。また、国内からは他大学の出身者が多い

ことも特長です。39ページの入試データ分析を見ると、首都圏の主

要私立大学出身者を中心に、さまざまな学生が本大学院に集まって

いることがわかります。

■ 博士前期課程修了者および博士学位取得者数

01
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2011年度

経 済 学

工 学

9:00～10:30

12:45～14:15

10:35～12:05

9:20～10:50

12:45～14:15

10:35～12:05

14:25～15:55

10:35～12:05

18:15～19:45

10:35～12:05

言語教育

国際協力学

地方政治行政

5 時 限 目研 究 科 4 時 限 目3 時 限 目2 時 限 目1 時 限 目

月～金

土

商 学
月～金

土

月～金

土

月～金

土

10:35～12:05

14:25～15:55

12:45～14:15

11:00～12:30

14:25～15:55

12:45～14:15

16:05～17:35

12:45～14:15

19:55～21:25

12:45～14:15

12:45～14:15

16:05～17:35

14:25～15:55

13:20～14:50

16:05～17:35

14:25～15:55

18:15～19:45

14:25～15:55

14:25～15:55

14:25～15:55

18:15～19:45

16:05～17:35

15:00～16:30

18:15～19:45

16:05～17:35

19:55～21:25

16:05～17:35

16:05～17:35

16:05～17:35

19:55～21:25

16:40～18:10

19:55～21:25

　広く知られている通り、本大学院の母体である拓殖大学は、積極

的に国際交流を繰り広げる「国際交流の伝統校」です。

　大学院レベルでも早くから、諸外国の大学とさまざまな形で学術

交流を行っており、学生も教員も多角的な活動を実践しています。

　下の一覧に海外提携校を列挙しました。その数は21ヵ国・地域40

大学に上っており、そのうち16大学とは一年規模の海外留学制度を

設けています。

■ 海外の交流、提携校一覧

■ 研究科別時間割

国際交流の伝統は大学院にも。

　本大学院では、時間割を有効に活用できるよう配

慮し、学生が自分の研究時間を自由に組み立てられ

るようにカリキュラムを設定しています。

　経済学研究科は朝9時に、工学研究科は9時20分

に1時限目の講義が始まりますが、商学、言語教育、

国際協力学、地方政治行政の4研究科では「昼夜開

講制」を採用しており、平日の昼間に講義を受けるこ

とができない社会人の在職学生に配慮したものと

なっております。

　本来、大学院教育では「自学自習」が原則なので、

大学院の講義時間割は個々の学生にとって、それほ

ど大きな影響はないのかもしれません。しかし、生活

時間のバリエーションが広がる現在、学生たちにも

「昼夜開講制」や「土曜開講」、「集中講義」などの時間

割は好評です。

研究科によっては「昼夜」「土曜」も開講。社会人学生などに配慮した設定が好評。

国際交流

時間割

02

03

■アジア
廈門大学（中国）
華東理工大学（中国）
湖北経済学院（中国）
上海交通大学（中国）
天津外国語学院（中国）
南京大学（中国）
ハルピン商業大学（中国）
北京大学（中国）
北方工業大学（中国）
国立モンゴル大学（モンゴル）

モンゴル文化教育大学（モンゴル）
慶　大学校（韓国）
大邱大学校（韓国）
大邱未来大学（韓国）
長榮大学（台湾）
東呉大学（台湾）
明道大学（台湾）
国際イスラム大学（マレーシア）
マレーシア国民大学（マレーシア）
YPMカレッジ（マレーシア）
ダルマ・プルサダ大学（インドネシア）

ベトナム国立大学ハノイ校（ベトナム）
コンケン大学（タイ）
フィリピン大学（フィリピン）
カザフ国立経営アカデミー（カザフスタン）
タシケント国立経済大学（ウズベキスタン）
国立タジク言語大学（タジキスタン）

■南北アメリカ・オセアニア
セントラル・ワシントン大学（アメリカ）
メリーランド大学ボルチモア郡校（アメリカ）
ランガラ・カレッジ（カナダ）
メキシコ国立自治大学（メキシコ）

サンパウロ州立大学（ブラジル）
パラナ大学（ブラジル）
ニュー・サウス・ウェールズ大学（オーストラリア）

■ヨーロッパ・アフリカ
エクセター大学（イギリス）
セントマーク・セントジョン大学（イギリス）
ブリストル大学（イギリス）
サラマンカ大学（スペイン）
ロシア極東国立総合大学（ロシア）
カイロ大学（エジプト）
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中国
台湾
合 計

………  35（19）人
………… 6（ 3）人
………  41（22）人

■経済学研究科

中国
ベトナム
合 計

………  27（10）人
…………1（  1）人
………  28（11）人

■商学研究科

中国
インドネシア
台湾
韓国
ネパール
アメリカ
バングラデシュ
フィリピン
合 計

………  24（14）人
……12（  2）人

………… 4（ 2）人
………… 3（ 1）人

……  2（  0）人
……… 1（ 1）人
…… 1（ 0）人
…… 1（ 1）人

………  48（21）人

■国際協力学研究科

台湾
中国
合 計

…………  1（  1）人
………… 1（ 1）人
………… 2（ 2）人

■地方政治行政研究科

■研究科合計178（86）人
マレーシア
中国
韓国
合 計

……14（  5）人
…………12（ 2）人
………… 1（ 0）人
………  27（ 7）人

■工学研究科

中国
台湾
インドネシア
ベトナム
イギリス
インド
韓国
グルジア
ミャンマー
合計

………  20（13）人
…………  3（  2）人
……  2（  2）人
………  2（  2）人
……… 1（ 1）人
………… 1（ 1）人
……………1（  0）人
……… 1（ 1）人
…… 1（ 1）人

………  32（23）人

■言語教育研究科

韓国5（1）人

中国
119（59）人台湾

14（8）人

マレーシア
14（5）人

その他12（9）人

インドネシア
14（4）人

研究体制と実績

外国人留学生は全体で178人が在籍しています。

在籍者数

　本大学院の在籍者数は2011年5月1日現在、博士前期・修士

課程が320人、博士後期課程が70人、合計390人となっています。

　在籍者全体に占める女子の割合は35％となっております。博士

前期・修士課程が111人で全体の35％、博士後期課程が24人で

全体の34％となっています。女子の高学歴化が進む社会の流れの

なかで、本大学院でも年々女子の比率が高まっています。

　また、世界中からさまざまな専門領域について研究したいという

人材が多数集まる本大学院では、今年度も全大学院生の46％にあ

たる178人の留学生が在籍しています。国別にみると、中国からの

留学生が最も多く、全体の67％にあたる119人もの留学生が在

籍しております。

04

2011年5月1日現在　（　）は女子内数　単位：人

2011年5月1日現在　（　）は女子内数

国 際 経 済

商 学

機械システム工学

電 子 情 報 工 学

工 業 デ ザ イ ン 学

英 語 教 育 学

日 本 語 教 育 学

言 語 教 育 学

国 際 開 発

安 全 保 障

地 方 政 治 行 政

経 済 学

商 学

工 学

言 語 教 育

国 際 協 力 学

地 方 政 治 行 政

TOTAL

修 士 課 程 合 計専 攻研 究 科 博 士 前 期 課 程 博 士 後 期 課 程

（19）

（29）

（3）

（3）

（5）

（5）

（18）

（24）

（2）

（108）

44

59

25

35

19

8

26

49

25

290

（4）

（0）

（0）

（0）

（1）

（9）

（6）

（4）

（24）

10

6

3

0

3

　

　

14

13

　21

70

（23）

（29）

（3）

（3）

（6）

（5）

（18）

（9）

（30）

（6）

（3）

（135）

54

65

28

35

22

8

26

14

62

46

30

390

（3）

（3）

30

30

■ 専攻別在籍者数

■ 研究科別留学生出身国・地域一覧
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　本大学院の学費は、表のように①入学金　②授業料　③施設設

備資金　④実験・実習費の4つからなっています。このうち、①、

③、④は入学時に全額を納入しなければなりませんが、②の授業料

は、2回に分納することが可能です。入学手続時に半額（前期分）、

残りの半額（後期分）は指定された期限（9月末日）に納入すること

になります。

　本大学院では、学生本人の負担を軽減するために、さまざまな奨学

金を用意してサポート体制の充実を図っています。

　特に、本大学院は外国人留学生が多数入学してくるため、留学生に

向けた独自の奨学金制度を設けており、各種の民間団体や公共団体

が行う奨学金をはじめ、留学生支援のための「授業料減免制度」などに

ついて、案内、手続き、斡旋などの活動を積極的に展開しています。

経済状況に応じて分納が可能な授業料。

学　費05

全在学生の約5割が奨学金を受給。

奨学金06

■ 研究科別初年度納入金（2011年度）

単位：人

拓殖大学大学院奨学金

《合　　　計》

日本学生支援機構奨学金（貸与）

文部科学省国費外国人留学生奨学金

私費外国人留学生等学習奨励費給付制度

民 間 奨 学 金

42

137

59

8

20

8

各
種
団
体
奨
学
金

奨学金名称／種類 TOTAL国際協力学言語教育工 学商 学

7

37

22

2

4

2

地方政治
行 政

4

11

7

0

0

0

7

17

1

3

4

2

8

30

17

0

3

2

8

23

5

2

7

1

経済学

8

19

7

1

2

1

　利用者が最も多い、国の貸与方式の奨学金制度。無利息（第1種奨学金）と有
利息（第2種奨学金）の2種類がありますが、貸与金額は第一種奨学金の場合、
博士前期・修士課程が月額88,000円と50,000円、博士後期課程は月額
122,000円と80,000円。貸与の期間はいずれも、採用された月から、その課
程を修了するまでの最短修業期間です。

日本学生支援機構奨学金
　私費外国人留学生を対象とする奨学金制度。大学院生の場合、月額65,000円が
支給されます。

私費外国人留学生等学習奨励費給付制度

　博士・修士前期課程の在学者に対して選考・給付するA奨学金、博士後期課程
在学者に対して選考・給付するB奨学金があります。A奨学金は年額30万円の給
付で、1研究科当たり、4人程度に給付されます。B奨学金は年額60万円の給付
で、1研究科当たり3人程度に給付されます。

拓殖大学大学院奨学金
　文部科学省が、日本と諸外国との相互理解と友好親善を推進するために設けて
いる奨学金制度。正規生として日本の大学院に在籍し、35歳未満であれば出
願可能です。大学院生の場合、授業料は文部科学省負担で、さらに博士前期・
修士課程157,000円、博士後期課程158,000円が支給されます。

単位：円

■ 大学院奨学金受給状況（2010年度実績）

言語教育研究科

入 学 金

授 業 料

施設設備資金

実 験・実 習 費

諸 費

《合　　   計》

150,000
580,000
150,000

─
29,750
909,750

150,000
580,000
150,000

─
29,750
909,750

150,000
790,000
150,000
80,000
29,750

1,199,750

150,000
790,000
150,000
80,000
29,750

1,199,750

150,000
605,000
150,000

─
29,750
934,750

150,000
605,000
150,000

─
29,750
934,750

150,000
765,000
150,000

─
29,750

1,094,750

150,000
765,000
150,000

─
29,750

1,094,750

150,000
765,000
150,000

─
29,750

1,094,750

国際協力学研究科 地方政治行政研究科工 学 研 究 科経済学研究科／商学研究科

博士前期課程 博士後期課程 博士前期課程 博士後期課程 博士前期課程 博士後期課程 博士前期課程 博士後期課程 修士課程費　目

研究科

文部科学省国費外国人留学生奨学金
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研究体制と実績

大卒者より高度な中学・高校教諭の専修免許状が取得可能。

教員免許状

　大学院進学者の中には、学部のレベルを超える専門知識を身につ

け、より高度な教員資格をめざす人が少なくありません。比較的容

易なのは、学士の学位に加えて高校1種、中学1種の教員免許状を

既に取得済みの人。これらの人は、大学院において教科に関する専

門科目を修得して修士の学位を取得すると、その専攻分野によって

右の表に掲げる教科について、中学校あるいは高等学校教諭の「専

修免許状」を取得することができます。

　ただし、学部在学中に約50単位の教職課程関連科目の単位を未

修得の者は、これらの科目を正規授業とは別に履修して単位を修得

する必要があります。教職課程は、拓殖大学（学部）で開講されてい

る授業を履修することができます。

07

■ 取得できる専修免許状の種類

経済学研究科

商 学 研 究 科

国際協力学研究科

工 学 研 究 科

言語教育研究科

中 学 校

社 会

　 ─ 　

社 会

社 会

技 術

　 ─ 　

　 ─ 　

英 語

研 究 科 高 等 学 校

公 民

商 業

公 民

公 民

工 業

工業・情報

工 業

英 語

専 攻 名

国 際 経 済 専 攻

商 学 専 攻

国 際 開 発 専 攻

安 全 保 障 専 攻

機械システム工学専攻

電子情報工学専攻

工業デザイン学専攻

英語教育学専攻

産業・社会構造の再編の時代を反映。大学院卒業生へのニーズ拡大。

就職状況08

　高度な資格・専門知識をもった企業人・技術者へ

のニーズは高まっており、大学院修了者を採用する

企業が増えつつあります。これも産業・社会構造の

抜本的再編の時代を反映しています。高い職能を備

えた大学院卒業生は今後、業種・求人数とも拡大し

ていく傾向にあります。

　こうした企業のニーズを受け、一般企業を中心に

各業界に進出しているのが工学研究科。主として製

造業分野における研究開発部門、サービス業分野な

どの情報・システム開発部門での活躍が目立ちます。

　経済学研究科と商学研究科では、古くから税理士

や公認会計士といった資格試験をめざす学生が多く、

実際にこの分野ではたくさんの卒業生が活躍してい

ます。現在でも修了者の多くが資格を取得して、実務

経験を積むために会計事務所に勤務する道へと進ん

でいます。

　また外国人留学生の多くは学位取得後に帰国し、

自国で活躍していますが、近年は日本企業に就職す

るケースも増加しつつあります。　

■ 前期課程修了者の主な進路・就職先

■経済学研究科
中国内モンゴル財経大学教員
三井住友銀行（中国）
広島銀行
イオン
東邦薬品
篠崎税務会計事務所

■商学研究科
税理士法人　山田&パートナーズ
太期会計事務所
あずさ監査法人
明光ネットワークジャパン
東急リバブル
アクティオ
サンテレホン

■工学研究科
三菱自動車工業
日野自動車
キヤノン
沖電気工業
日本電設工業
東芝メディカルシステムズ
ミツミ電機
サンケン電気
日本ケミコン

セイコーエプソン
セイコークロック
セガ
SMC
KDDI
オリイメック
アドバンテスト
富士通ソフト
NECソフト
NECネットワークセンサー
日本コムシス
芝浦メカトロニクス
ミル通信
デンソーテクノ
日立情報システムズ
日立ハイブリットネットワーク
日立超LSIシステムズ
日立空調システム
日立ソフトウェアエンジニアリング
富士通システムソリューションズ
三菱電機情報ネットワーク
ヤフー
ザ・マン
竹中工務店
サラワク大学教員（マレーシア）

■言語教育研究科
東京女子体育大学
あきる野市立秋多中学校
東京福祉保育専門学校
三井住友銀行（中国）
関東生乳販売農業協同組合連合会
拓殖大学大学院博士後期課程

■国際協力学研究科
外務省
法務省
クウェート外務省
三井住友銀行上海支店
八千代銀行
三井物産プラント
デンセイ・ラムダ
社団法人　中央調査社
日立システムバリュー
新津田
日本原子力研究開発機構
時事通信社
産業経済新聞社
國立台湾師範大學
本庄東高等学校
東京都職員
小平市役所
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入試データ

2012年度　大学院入学試験日程

試 験 区 分 願書受付期間 試 験 場

Ⅰ期試験

Ⅱ期試験

一　般
留学生

一　般
留学生

社会人
(口頭試問のみ）

2011年
9月12日（月）～
9月16日（金）

◎筆記試験・口頭試問
2011年10月 1日（土）

■ 経済学研究科
試 験 日 合 格 発 表 日 手 続 締 切 日

博
士
前
期
課
程

博
士
後
期
課
程

2012年
1月10日（火）～
1月16日（月）

2012年
1月10日（火）～
1月16日（月）

◎筆記試験・口頭試問
2012年1月29日（日）

◎筆記試験・口頭試問
2012年1月29日（日）

2011年
10月  6日（木）

2012年
2月  2日（木）

2012年
2月  2日（木）

2011年
10月14日（金）

2012年
2月10日（金）

文　　　京
キャンパス

2012年
2月10日（金）

試 験 区 分 願書受付期間 試 験 場

Ⅰ期試験

Ⅱ期試験

一　般
留学生

一　般
留学生
社会人

2011年
9月12日（月）～
9月16日（金）

◎筆記試験・口頭試問
2011年10月2日（日）

■ 商学研究科
試 験 日 合 格 発 表 日 手 続 締 切 日

博
士
前
期
課
程

博
士
後
期
課
程

2012年
1月10日（火）～
1月16日（月）

2012年
1月10日（火）～
1月16日（月）

◎筆記試験・口頭試問
2012年1月28日（土）

◎筆記試験・口頭試問
2012年1月28日（土）

2011年
10月  6日（木）

2012年
2月  2日（木）

2012年
2月  2日（木）

2011年
10月14日（金）

2012年
2月10日（金）

文　　　京
キャンパス

2012年
2月10日（金）

試 験 区 分 願書受付期間 試 験 場

Ⅰ期試験

Ⅱ期試験

一　般
留学生

一　般
留学生
社会人

2011年
9月12日（月）～
9月16日（金）

◎筆記試験・口頭試問
2011年10月2日（日）

■ 言語教育研究科
試 験 日 合 格 発 表 日 手 続 締 切 日

博
士
前
期
課
程

博
士
後
期
課
程

2012年
1月10日（火）～
1月16日（月）

2012年
1月10日（火）～
1月16日（月）

◎筆記試験・口頭試問
2012年1月28日（土）

◎筆記試験・口頭試問
2012年1月28日（土）

2011年
10月  6日（木）

2012年
2月  2日（木）

2012年
2月  2日（木）

2011年
10月14日（金）

2012年
2月10日（金）

文　　　京
キャンパス

2012年
2月10日（金）

試 験 区 分 願書受付期間 試 験 場

Ⅰ期試験

Ⅱ期試験

一　般
留学生

社会人
(口頭試問のみ）

2011年
9月12日（月）～
9月16日（金）

◎筆記試験・口頭試問
2011年10月2日（日）

■ 工学研究科
試 験 日 合 格 発 表 日 手 続 締 切 日

博
士
前
期
課
程・博
士
後
期
課
程

2012年
1月10日（火）～
1月16日（月）

◎筆記試験・口頭試問
2012年1月28日（土）

2011年
10月  6日（木）

2012年
2月  2日（木）

2011年
10月14日（金）

2012年
2月10日（金）

文　　　京
キャンパス
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試 験 区 分 願書受付期間 試 験 場

Ⅰ期試験

Ⅱ期試験

3月試験

一　般
留学生

社会人
(口頭試問のみ）

2011年
9月12日（月）～
9月16日（金）

◎筆記試験・口頭試問
2011年10月 1日（土）

■ 国際協力学研究科
試 験 日 合 格 発 表 日 手 続 締 切 日

博
士
前
期
課
程

2012年
1月10日（火）～
1月16日（月）

2012年
2月20日（月）～
2月23日（木）

◎筆記試験・口頭試問
2012年1月29日（日）

◎筆記試験・口頭試問
2012年3月  3日（土）

2011年
10月  6日（木）

2012年
2月  2日（木）

2012年
3月  7日（水）

2011年
10月14日（金）

2012年
2月10日（金）

文　　　京
キャンパス

2012年
3月15日（木）

試 験 区 分 願書受付期間 試 験 場

Ⅰ期試験

Ⅱ期試験

3月試験

一　般
留学生

社会人
(口頭試問のみ）

2011年
9月12日（月）～
9月16日（金）

◎筆記試験・口頭試問
2011年10月 1日（土）

■ 地方政治行政研究科
試 験 日 合 格 発 表 日 手 続 締 切 日

修
士
課
程

2012年
1月10日（火）～
1月16日（月）

2012年
2月20日（月）～
2月23日（木）

◎筆記試験・口頭試問
2012年1月29日（日）

◎筆記試験・口頭試問
2012年3月  3日（土）

2011年
10月  6日（木）

2012年
2月  2日（木）

2012年
3月  7日（水）

2011年
10月14日（金）

2012年
2月10日（金）

文　　　京
キャンパス

2012年
3月15日（木）

Ⅰ期試験

Ⅱ期試験

一　般
留学生

2012年
1月10日（火）～
1月16日（月）

◎筆記試験・口頭試問
2012年1月29日（日）博

士
後
期
課
程

2012年
2月20日（月）～
2月23日（木）

◎筆記試験・口頭試問
2012年3月  3日（土）

2012年
2月  2日（木）

2012年
3月  7日（水）

2012年
2月10日（金）

2012年
3月15日（木）

2011年度
出身大学別
合格者数

敬愛大学／大東文化大学／青山学院大学／東京大学／
早稲田大学／関西外国語大学／駒澤大学／埼玉学園大
学／成蹊大学／多摩大学／高崎経済大学／筑波大学／
獨協大学／新潟産業大学／防衛大学校／法政大学／武
蔵野学院大学／横浜国立大学／立命館アジア太平洋大学
／神戸薬科大学／日本女子大学／明治学院大学／聖学
院大学／高千穂大学／東京電気大学／一橋大学／北陸
大学／山梨英和大学／立正大学／大韓民国の大学／グ
ルジアの大学／タイの大学／ミャンマーの大学／ウズベ
キスタンの大学

1位
拓殖大学

…………………   81人

2位
中国の大学☆

…………………   22人

3位
日本大学／台湾の大学☆

…………………  各5人

5位
亜細亜大学／中央大学／アメリカの大学☆

…………………  各3人

8位

東洋大学／帝京大学／明治大学／二松学舎大学／
ベトナムの大学☆

…………………  各2人

13位 ……………………………………………   各1人

海外の大学（☆印）は国・地域全体の合計人数としました。
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入試データ

2011年度 試験区分別入試結果一覧

1.0［1.0］
1.0［1.0］
─ ［ ─ ］
1.0［1.0］
─ ［ ─ ］
─ ［ ─ ］
1.0［1.5］
─ ［ ─ ］
1.0［1.3］

試 験 区 分 倍率
［昨年度］

5（  3）
2（  2）
─
6（  3）
─
─
9（  4）
─

22（12）

5（  3）
2（  2）
─
6（  3）
─
─
9（  4）
─

22（12）

5（  3）
3（  2）
─
6（  3）
─
─
9（  4）
─

23（12）

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

Ⅰ
期

Ⅱ
期

合　計

学　内　推　薦
学　内　選　抜

社会人特別選抜

一 般 選 抜

一 般 選 抜

1.0［1.0］
1.0［1.0］
1.0［1.5］
─ ［ ─ ］
1.0［1.0］
1.0［4.0］
─ ［ ─ ］
1.0［1.3］
1.0［1.1］

試 験 区 分 倍率
［昨年度］

3（  1）
2（  1）
2（  0）
─
2（  0）
1（  1）
─

10（  3）
41（  5）

3（  1）
2（  1）
2（  0）
─
2（  0）
1（  1）
─

10（  3）
44（  6）

3（  1）
2（  1）
2（  0）
─
2（  0）
1（  1）
─

10（  3）
44（  6）

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

Ⅰ
期

Ⅱ
期

合　計
総　計

学　内　選　抜

社会人特別選抜

社会人特別選抜

外国人留学生特別選抜

外国人留学生特別選抜

■ 経済学研究科／国際経済専攻（募集人員：30人）

■ 工学研究科／工業デザイン学専攻（募集人員：8人） 
■ 商学研究科／商学専攻（募集人員：30人）

一 般 選 抜

一 般 選 抜

1.0［1.0］
─ ［1.0］
─ ［1.0］
─ ［ ─ ］
1.2［1.0］
1.0［3.0］
─ ［ ─ ］
1.1［1.1］

試 験 区 分 倍率
［昨年度］

13（  1）
─
0（  0）
─
4（  0）
1（  1）
─

18（  2）

13（  1）
─
2（  1）
─
5（  0）
1（  1）
─

21（  3）

13（  1）
─
2（  1）
─
5（  0）
1（  1）
─

21（  3）

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

Ⅰ
期

Ⅱ
期

合　計

学　内　選　抜

社会人特別選抜

社会人特別選抜

外国人留学生特別選抜

外国人留学生特別選抜

一 般 選 抜

一 般 選 抜

一 般 選 抜

1.0［1.0］
1.0［1.0］
─ ［1.0］
─ ［1.0］
1.0［1.0］
1.0［ ─ ］
─ ［ ─ ］
1.0［1.0］

試 験 区 分 倍率
［昨年度］

9（  0）
2（  0）
─
─
1（  0）
1（  0）
─

13（  0）

9（  0）
2（  0）
─
─
1（  0）
1（  0）
─

13（  0）

9（  0）
2（  0）
─
─
1（  0）
1（  0）
─

13（  0）

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

Ⅰ
期

Ⅱ
期

合　計

学　内　選　抜

社会人特別選抜

社会人特別選抜

外国人留学生特別選抜

外国人留学生特別選抜

社会人特別選抜

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜

1.1［1.0］
1.4［3.0］
2.5［2.0］
─ ［3.0］
1.5［1.5］
1.3［3.0］
3.3［3.3］
1.2［1.5］
1.0［ ─ ］
1.6［2.0］

試 験 区 分 倍率
［昨年度］

7（  4）
5（  3）
2（  0）
0（  0）
2（  2）
3（  2）
3（  2）
8（  4）
1（  1）
31（18）

8（  4）
7（  5）
5（  1）
4（  3）
3（  2）
4（  2）
10（  6）
10（  5）
1（  1）
52（29）

8（  4）
7（  5）
7（  2）
4（  3）
3（  2）
4（  2）
10（  6）
10（  5）
1（  1）
54（30）

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

Ⅰ
期

Ⅱ
期

合　計

学　内　推　薦
学　内　選　抜

社会人特別選抜

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜

社会人特別選抜
シニア特別選抜

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜

外国人留学生特別選抜

■ 工学研究科／機械システム工学専攻（募集人員：10人）

■ 工学研究科／電子情報工学専攻（募集人員：18人）

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜
社会人特別選抜

1.0［1.0］
1.0［1.0］
─ ［ ─ ］
1.0［1.0］

試 験 区 分 倍率
［昨年度］

2（  1）
2（  1）
─
4（   2）

2（  1）
2（  1）
─
4（   2）

2（  1）
2（  1）
─
4（   2）

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

合　計

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜
社会人特別選抜

─ ［ ─ ］
1.0［1.0］
1.0［ ─ ］
1.5［1.0］

0（  0）
1（  0）
1（  0）
2（   0）

1（  0）
1（  0）
1（  0）
3（   0）

1（  0）
1（  0）
1（  0）
3（   0）合　計

■ 経済学研究科／国際経済専攻（募集人員：5人）

試 験 区 分 倍率
［昨年度］

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

■ 商学研究科／商学専攻（募集人員：5人）  

博 士 前 期・修 士 課 程

博 士 後 期 課 程
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試 験 区 分 倍率
［昨年度］

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

総　計

■ 言語教育研究科／英語教育学専攻（募集人員：8人）

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜
社会人特別選抜

─ ［ ─ ］
1.0［1.3］
2.0［1.0］
1.3［1.3］

試 験 区 分 倍率
［昨年度］

─
2（  2）
1（  0）
3（  2）

─
2（  2）
2（  0）
4（  2）

─
2（  2）
2（  0）
4（  2）

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

合　計

■ 言語教育研究科／言語教育学専攻（募集人員：5人）

■ 言語教育研究科／日本語教育学専攻（募集人員：8人） 

一 般 選 抜

一 般 選 抜

1.0［ ─ ］
─ ［ ─ ］
─ ［ ─ ］
─ ［ ─ ］
─ ［ ─ ］
─ ［1.0］
─ ［ ─ ］
1.2［1.0］

試 験 区 分 倍率
［昨年度］

4（  3）
─
─
─
0（  0）
─
─
4（  3）

4（  3）
─
─
─
1（  0）
─
─
5（  3）

4（  3）
─
─
─
1（  0）
─
─
5（  3）

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

Ⅰ
期

Ⅱ
期

合　計

学　内　選　抜

社会人特別選抜

社会人特別選抜

外国人留学生特別選抜

外国人留学生特別選抜

一 般 選 抜

一 般 選 抜

1.0［1.0］
1.0［1.0］
2.5［2.2］
─ ［ ─ ］
─ ［ ─ ］
3.1［3.4］
2.0［2.0］
2.5［2.7］
2.2［2.4］

1（  1）
1（  1）
4（  4）
─
─
6（  5）
1（  0）
13（11）
17（14）

1（  1）
1（  1）
10（  7）
─
─

19（16）
2（  0）
33（25）
38（28）

1（  1）
1（  1）
10（  7）
─
─

19（16）
2（  0）
33（25）
38（28）

Ⅰ
期

Ⅱ
期

合　計

学　内　選　抜

社会人特別選抜

社会人特別選抜

外国人留学生特別選抜

外国人留学生特別選抜

機械システム工学（4人） ─ ［1.0］
─ ［ ─ ］
─ ［1.0］
─ ［1.0］

専攻（募集人数） 倍率
［昨年度］

─
─
─
─

─
─
─
─

─
─
─
─

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

合　計
工業デザイン学（2人）
電 子 情 報 工 学（6人）

■ 工学研究科（募集人員：12人）

国 際 開 発 専 攻（3人） 1.0［ ─ ］
1.0［1.0］
1.0［1.0］

専攻（募集人数） 倍率
［昨年度］

 5（  1）
 7（  0）
 12（  1）

 5（  1）
 7（  0）
 12（  1）

 5（  1）
 7（  0）
 12（  1）

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

合　計
安 全 保 障 専 攻（2人）

■ 国際協力学研究科（募集人員：5人）

試 験 区 分 倍率
［昨年度］

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

■ 国際協力学研究科／国際開発専攻（募集人員：20人）

1.0［1.0］
1.0［1.0］
─ ［ ─ ］
─ ［ ─ ］
1.0［1.0］
1.0［ ─ ］
─ ［ 1.0］
1.0［1.0］
1.0［ ─ ］
1.0［1.0］
1.0［1.0］

1（  0）
1（  0）
─
─
2（  1）
1（  1）
─
2（  0）
2（  1）
1（  0）
10（  3）

1（  0）
1（  0）
─
─
2（  1）
1（  1）
─
2（  0）
2（  1）
1（  0）
10（  3）

2（  1）
1（  0）
─
─
2（  1）
1（  1）
─
2（  0）
2（  1）
1（  0）
11（  4）

Ⅰ
期

Ⅱ
期

3
月

合　計

学　内　選　抜

社会人特別選抜

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜

社会人特別選抜

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜

社会人特別選抜

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜

試 験 区 分 倍率
［昨年度］

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

■ 地方政治行政研究科／地方政治行政専攻（募集人員：15人）

試 験 区 分 倍率
［昨年度］

合格者数
（女子内数）

受験者数
（女子内数）

志願者数
（女子内数）

■ 国際協力学研究科／安全保障専攻（募集人員：15人）

1.0［1.0］
1.3［1.6］
─ ［1.0］
1.3［1.0］
1.0［ ─ ］
─ ［ ─ ］
2.0［1.6］
1.0［1.0］
1.0［2.0］
1.5［ ─ ］
─ ［1.0］
1.0［ ─ ］
1.3［1.6］

4（  3）
3（  2）
─
3（  1）
1（  1）
─
3（  2）
1（  0）
1（  0）
2（  0）
─
1（  1）
19（10）

4（  3）
4（  2）
─
4（  1）
1（  1）
─
6（  2）
1（  0）
1（  0）
3（  0）
─
1（  1）
25（10）

4（  3）
4（  2）
─
4（  1）
1（  1）
─
6（  2）
1（  0）
1（  0）
3（  0）
─
1（  1）
25（10）合　計

学　内　推　薦
学　内　選　抜

社会人特別選抜

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜

社会人特別選抜

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜

社会人特別選抜
台湾現地（留学生）

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜

1.0［1.0］
─ ［1.0］
1.0［1.0］
1.0［ ─ ］
1.0［1.0］
1.0［1.0］
─ ［ ─ ］
1.0［1.0］
1.0［2.0］
─ ［ ─ ］
1.0［1.0］
1.0［1.0］
1.1［1.4］

1（  0）
─
1（  0）
1（  0）
1（  0）
2（  0）
─
2（  0）
4（  0）
─
1（  0）
13（  0）
32（10）

1（  0）
─
1（  0）
1（  0）
1（  0）
2（  0）
─
2（  0）
4（  0）
─
1（  0）
13（  0）
38（10）

1（  0）
─
1（  0）
1（  0）
1（  0）
2（  0）
─
2（  0）
5（  0）
─
2（  0）
15（  0）
40（10）

合　計

学　内　推　薦
学　内　選　抜

社会人特別選抜

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜

社会人特別選抜

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜

社会人特別選抜

一 般 選 抜
外国人留学生特別選抜

総　計

Ⅰ
期

Ⅱ
期

3
月

Ⅰ
期

Ⅱ
期

3
月
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首都圏交通マップ

※JR高尾駅と
　京王高尾駅は同じ
　場所にあります。

※JR新宿駅西口と
　京王新宿駅は
　隣接しています。

京王
八王子

東飯能

飯能

川越 大宮

武蔵
浦和

南浦和
赤羽

池袋

新宿

高田馬場

渋谷

品川

東京

上野
北千住

南流山
新松戸

つくば

西船橋

千葉

秋葉原
御茶ノ水

所沢
新秋津

西国分寺
吉祥寺

登戸

町田

府中
本町

本川越

拝島

橋本
調布

多摩センター

高幡
不動

八王子甲府 大月

北
朝
霞

明大前

下北沢

川崎東神奈川横浜

立
川

立川北

北
野

JR武蔵野線

JR京浜 
 東北線

JR川越線

JR京葉線

JR総武線

J
R
東
海
道
線

J
R
八
高
線

多
摩
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル JR常磐線

つくばエクスプレス

JR山手線

JR
埼京線

東京メトロ
丸ノ内線

西武池袋線
西武新宿線

JR中央線

小田急線

JR南武線
JR横浜線

京王線

東武東上線

高尾

西
武
国
分
寺
線

八王子
キャンパス

茗荷谷

拓殖大学
第一高等
学校

文京
キャンパス

最寄駅

最寄駅

最寄駅
玉川
上水

問い合わせ先

拓殖大学  大学院事務課
〒112-8585 東京都文京区小日向3-4-14
TEL.03-3947-7854　 FAX.03-3947-2274
URL http://www.takushoku-u.ac.jp

文京キャンパス
〒112-8585 東京都文京区小日向3-4-14
東京メトロ丸ノ内線 茗荷谷駅下車 徒歩3分

●商 学 部
●政 経 学 部

（3・4 年 次）
（3・4 年 次）

●留学生別科

※上記の時間は乗車時間のみです。時間帯や乗継ぎ等により異なります。

大宮 池袋 茗荷谷
東京メトロ丸ノ内線JR埼京線快速

大宮から30分

横浜 東京 茗荷谷
東京メトロ丸ノ内線JR東海道線

横浜から37分

八王子 新宿 池袋 茗荷谷
JR山手線外回りJR中央線中央特快 東京メトロ丸ノ内線

八王子から48分

千葉 錦糸町 御茶ノ水 茗荷谷
JR総武線JR総武線快速 東京メトロ丸ノ内線

千葉から44分

つくば 秋葉原 御茶ノ水 茗荷谷
JR総武線つくばエクスプレス 東京メトロ丸ノ内線

つくばから53分

●大 学 院　（経済学研究科・商学研究科・
　言語教育研究科・国際協力学研究科・
　地方政治行政研究科）

至東京

至池袋 東京メトロ丸ノ内線茗荷谷駅

りそな銀行

三井住友銀行研修所

跡見学園

貞静学園
短期大学貞静学園中・高

書店

拓殖大学
国際教育会館

春日通り

徒歩経路
は本学への目印看板

拓殖大学
文京キャンパス

西 門

八王子キャンパス
〒193-0985 東京都八王子市館町 815-1
JR中央線・京王線 高尾駅南口下車 京王バス直通5分

●大 学 院
●商 学 部
●政 経 学 部
●外国語学部
●国 際 学 部
●工 学 部

（工学研究科）
（1・2 年次）
（1・2 年次）
（1～4 年次）
（1～4 年次）
（1～4 年次）

新宿 高尾
京王線準特急

新宿から京王線で42分

新宿 高尾
JR中央線中央特快

大月 高尾
JR中央本線

新宿からJR中央線で44分

大宮 武蔵浦和 西国分寺 高尾
JR武蔵野線JR埼京線 JR中央線快速

大宮から61分

横浜 八王子 高尾
JR中央線快速JR横浜線

横浜から66分

大月から37分

至大月

北口

南口

至新宿

京王線高尾駅 京王線狭間駅

浅川中

浄水場

大学北入口

浅川小

紅葉台団地

大学南入口

JR中央線高尾駅

町
田
街
道

館
ヶ
丘
団
地

至
町
田

甲州街道

佐藤製薬

三井住友銀行

ダイエー

消防署

タクシー
乗り場

京王線　ガード下

1番乗り場

高
尾
駅
南
口

京王ストア
バスターミナル

バス経路
は本学への目印看板

バス
発着所
バス
発着所

拓殖大学
八王子キャンパス




